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公益社団法人　つくば市シルバー人材センター
健康で　楽しく　幸せにきずな

◉未就業会員のアンケート調査
◉センターの活動報告
◉子育て支援ルームきずな
◉自転車部
◉地区交流

◉仕事と趣味
◉災害に備えよう
◉楽しんでいます
◉歴史に学ぶ
◉新春賀詞交歓会



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
、昨
年
５
月
に
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
な
扱
い
に
な
る
な
ど
、社
会

全
般
に
わ
た
り
日
常
が
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、近
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
て
い
た
就
業
開
拓

も
就
業
開
拓
委
員
会
を
復
活
さ
せ
、本
格
的
に
活
動
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

つ
い
て
は
、今
般
、開
拓
委
員
会
が
、現
在
、未
就
業
会

員
に
対
し
、就
業
意
向
を
再
確
認
し
、今
後
の
就
業
開
拓

の
一
助
と
な
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
．�ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的

　

未
就
業
会
員
の
就
業
意
向
等
を
確
認
し
、
就
業

先
の
開
拓
、
登
録
事
項
の
整
理
を
行
う
為
。

２
．�ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者

　

令
和
２
年
４
月
の
入
会
者
か
ら
令
和
５
年
９
月

ま
で
の
入
会
者
の
中
で
未
就
業
会
員（
74
名
）を
対
象
。

３
．�質
問
事
項

（
１
）入
会
の
動
機
に
つ
い
て

（
２
）健
康
状
態
に
つ
い
て

（
３
）未
就
業
の
理
由
に
つ
い
て

（
４
）未
就
業
対
策
に
つ
い
て

（
５
）就
業
希
望
先
に
つ
い
て

４
．�回
答
率

　

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
74
名
に
対
し
、回
答
者
は

40
名
で
回
答
率
は
、54
％
で
し
た
。

　

ま
た
、対
象
者
の
平
均
年
齢
は
、72
・
３
歳
で
、回

答
者
の
平
均
年
齢
は
、73
・
２
歳
で
し
た
。

５
．各
グ
ラ
フ
説
明

（
１
）入
会
の
動
機
に
つ
い
て

「
生
き
が
い
・
社
会
参
加
」「
健
康
増
進
」が
57
％
も

〈
未
就
業
会
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〉

占
め
て
お
り
、人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、フ
レ

イ
ル
予
防
及
び
家
庭
に
埋
没
し
な
い
意
欲
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。次
に「
時
間
的
余
裕
」18
％「
経
済
的

理
由
」14
％
そ
し
て「
仲
間
づ
く
り
」11
％
と
続
い

て
い
ま
す
。

（
２
）健
康
状
態
つ
い
て

「
と
て
も
健
康
」「
健
康
」「
通
院
し
て
い
る
が
健
康
」

が
併
せ
て
85
％
で
あ
り
、ほ
ぼ
全
員
健
康
状
態
で

す
。

（
３
）未
就
業
の
理
由
に
つ
い
て

「
他
で
就
業
中
」23
％「
希
望
す
る
就
業
先
が
な
い
」

23
％
、「
仕
事
の
紹
介
が
な
い
」18
％
で
、併
せ
て

64
％
で
す
が
こ
れ
は
、「
会
員
の
希
望
す
る
仕
事
」

と「
セ
ン
タ
ー
が
会
員
へ
紹
介
す
る
仕
事
」と
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。次
に「
体
調

不
良
」「
家
事
都
合
」と
続
い
て
い
ま
す
。

（
４
）未
就
業
対
策
に
つ
い
て

「
年
１
回
の
就
業
体
験
の
講
習
会
の
開
催
」が
52
％

あ
り
、今
後
も「
県
シ
連
」と
コ
ラ
ボ
し
て
講
習
会

を
増
加
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

会
員
が
常
に
相
談
で
き
る
体
制
造
り
を
考
え
て
行

き
ま
す
。

（
５
）就
業
希
望
先
に
つ
い
て

「
施
設
管
理
」13
％「
カ
ー
ト
回
収
」11
％「
駐
車
場

案
内
」８
％
と
続
き
、施
設
管
理
が
ト
ッ
プ
で
す
。

そ
の
他「
清
掃
」「
調
理
補
助
」「
襖
・
障
子
貼
り
」「
子

育
て
支
援
」他
20
職
種
等
、幅
広
い
職
種
が
あ
り
、

働
く
意
欲
が
旺
盛
と
思
料
し
ま
す
。

1.生きがい、社会参加
29人

2.仲間づくり
9 人

3.時間的余裕
14人

4.健康増進、維持
16人

5.経済的理由
11人

(1) 入会の動機

1.とても健康
6 人

2.健康
15人

3.通院しているが健康
14人

4.やや体調不良
2 人

5.体調不良で仕事不可
2 人

6.その他
2 人

(2) 今の健康状態
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（注） きずなの中では「つくば市シルバー人材センター」を「センター」と称する場合があります。



６
．
最
後
に

　

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

今
後
と
も
、
理
事
会
、
就
業
開
拓
員
及
び
事

務
局
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
会
員
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
希
望
職
種
を
捜
す
よ
う
鋭
意
努

力
し
、
未
就
業
会
員
の
減
少
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

�

（
理
事
長　

小
杉
晴
彦
）

2.仕事の紹介がない
10人

1.他で就業中
13人

3.希望する就業先がない
13人

4.趣味、ボランティアで活動中
2 人

5.体調不良
4 人

6.家事都合で出来ない

8.その他
10人

(3) 当センターで就業していない理由

7. 加齢にて仕事が
出来ない

0人

4 人

2.その他
15人

1.未就業会員のために
年1回就業体験の
講習会等を行う

16人

(4) 未就業会員を減らすための対策

1.掃除、清掃作業
4 人

2.植木剪定作業
2 人

3.草取り、草刈り作業
4 人

4.施設管理
9 人

5.駐車場案内
5 人

7.自動車等の洗車
1 人

8.襖・障子貼り等
3 人

9.リサイクル自転車
2 人

(5) 希望の職種_1

6.看護補助
0人

10. 大工仕事
2 人

11.子育て支援
3 人

12.スーパー等カート回収
7 人

13.調理補助
4 人

15.スーパー等での品出し
3 人

16.施設内外清掃作業
2 人

17.スーパー等での惣菜・
青果・鮮魚・精肉等

2 人

18.その他
14人

(5) 希望の職種_2

14.看板野外洗浄作業
0人

【その他】（複数回答有り）

・職種、募集を増やす（特技を生かせる業種、市場開拓）
・定期的な会員の現況確認
・就業体験講習会を増やす
・事務局からの積極的紹介（電話）
・就業時間（増やす、短期間、短時間）
・作業日の固定（不定期なローテーションではなく）
・時給アップ（日給￥10,000目安）

【その他】（複数回答有り）

・食品衛生管理	 1件
・徒歩、自転車で行ける範囲での仕事	 2件
・PC使用の業務、事務作業	 3件
・就業日数、曜日が希望に合う仕事	 1件
・調査、集計事務	 1件
・話し相手、傾聴に向いている仕事	 1件
・個人宅の便利屋的な作業	 1件
・自力で探す	 1件
・ボイラー等設備管理	 1件
・何でも可	 1件
・特に無い、よく分からない	 3件

【その他】（複数回答有り）

・シフト制等は突発休暇で迷惑をかけてしまう
・年齢制限、女性限定、長時間、土日出勤等の制約
・交通手段（運転困難、バス通勤不可）
・自営業をしている
・フルで働きたい
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〈
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
〉

て
行
動
し
、
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
最
近
の

猛
暑
日
の
割
合
は
、
一
ヶ
月
の
半
分
以
上
を
占
め
る
程

に
な
り
、
外
気
温
が
体
温
を
上
回
る
日
も
年
々
増
加
し

て
き
ま
し
た
。
生
命
に
関
わ
る
事
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
室
内
外
作
業
に
携
わ
る
す
べ
て
の
会
員
の
皆

さ
ま
は
、
つ
ね
に
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
警
報
に
注
意
し
て

健
康
で
安
全
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。（
酒
井
）

【
安
全
委
員
会
】

６
年
度
安
全
委
員
会
の
目
標

　

い
つ
で
も
安
全
委
員
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ゼ
ロ
災

害
」
で
す
。
世
の
中
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
事
業
所

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
全
て
の
事
業
所
が「
安
全
第
一
」

を
旗
印
に
し
て
い
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
な
い
、
病
気
に
も

か
か
ら
な
い
で
元
気
に
働
く
こ
と
が
我
々
に
と
っ
て
最

高
の
人
生
だ
か
ら
で
す
。
耳
に
「
た
こ
」
が
で
き
よ
う

が
で
き
ま
い
が
「
ゼ
ロ
災
害
」
が
安
全
委
員
会
の
唯
一

無
二
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
今
日
も
明
日
も
大
き
な
声

で
言
い
ま
す
。「
ご
安
全
に
」（
張
元
）

【
女
性
活
躍
委
員
会
】

新
規
シ
ル
バ
ー
女
性
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

新
規
女
性
会
員
確
保
を
目
ざ
し
て
お
な
じ
み
の
セ
ミ

ナ
ー
が
令
和
６
年
２
月
28
日
、
つ
く
ば
市
の
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
東
雲
で
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
限
定
さ
れ

た
一
般
女
性
の
み
な
さ
ん
で
、
セ
ン
タ
ー
の
女
性
活
躍

委
員
会
と
事
務
局
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
で
す
。
主
催
は
（
公
社
）
茨
城
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
す
。
第
一
部
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に

関
す
る
紹
介
に
つ
づ
き
、
第
二
部
が
お
待
ち
か
ね
の

シ
ル
バ
ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
株

式
会
社
ポ
ー
ラ

化
粧
品
の
水
戸

駅
南
中
央
通
り

店
か
ら
招
か
れ

た
ビ
ュ
ー
テ
ィ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

６
人
に
よ
る
、

美
し
さ
を
磨
き

上
げ
る
プ
ロ
の

技
に
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
感
嘆

の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
後
の
面
談

に
参
加
さ
れ
た
女
性
の
み
な
さ
ん
が
、
近
い
日
々
、
同

じ
仲
間
と
し
て
共
に
活
動
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

【
地
区
統
括
部
会
】

　

地
区
統
括
部
会
と
し
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
理
想
は
、

分
散
す
る
６
地
区
に
横
串
を
通
し
て
、
会
員
の
交
流
を

全
体
に
及
ぼ
す
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
つ
く
ば
市
は
広

く
て
な
か
な
か
移
動
が
困
難
で
す
。
で
も
、
私
た
ち
は

「
希
望
の
老
人
」
で
い
た
い
。
で
き
な
い
理
由
を
と
う

と
う
と
述
べ
る
の
で
は
な
く
て
、
も
し
か
し
た
ら
こ
う

す
れ
ば
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
を
常
に
模
索
す
る
老

人
で
あ
り
た
い
。
で
き
る
だ
け
垣
根
を
設
け
な
い
地
区

自
体
の
オ
ー
プ
ン
企
画
や
シ
ル
バ
ー
全
体
の
企
画
を
工

夫
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
寺
田
）

【
理
事
会
】

　

12
月
～
２
月
、令
和
５
年
度
第
10
回
～
12
回
の
理
事

会
を
開
催
し
、諸
案
件
が
報
告
、協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、総
務
部
会
・
事
業
部
会
・
地
区
統
括
部
会
及
び

各
委
員
会
等
の
報
告
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
承
認
事
項
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、主
た
る
承
認
事
項
等

（
１
）工
業
団
地（
９
団
地
）合
同
開
拓
進
捗
状
況

（
２
）中
期
事
業
計
画（
要
検
討
分
）の
見
直
し
結
果

（
３
）三
島
市
Ｓ
Ｃ
視
察
研
修(

意
見
交
換)
に
つ
い
て

（
４
）市
長
対
談
に
つ
い
て

（
５
）収
支
相
償
上
の
黒
字
解
消
の
た
め
の
積
立
に
つ
い
て

（
６
）今
鹿
島
倉
庫
処
分
の
作
業
内
容
に
つ
い
て

（
７
）未
就
業
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

（
８
）春
季
剪
定
講
習
会
に
つ
い
て

（
９
）理
事
・
監
事
選
考
委
員
に
つ
い
て

（
10
）令
和
６
年
度
予
算
・
事
業
計
画(

草
案)

に
つ
い
て

（
11
）令
和
６
年
度
定
時
総
会
会
場
・
開
催
日
に
つ
い
て

（
12
）県
シ
連
主
催「
女
性
限
定
入
会
説
明
会
」に
つ
い
て

（
13
）規
定
集
変
更
に
つ
い
て

（
14
）各
月
の
新
入
会
員（
審
査
結
果
）に
つ
い
て

�

（
理
事
長　

小
杉
晴
彦
）

【
事
業
部
会
】

令
和
６
年
度　

事
業
部
会
と
し
て
の
夏
季
対
策

　

近
年
の
夏
季
に
お
け
る
異
常
高
温
対
策
と
し
て
、
就

業
時
間
短
縮
（
午
前
７
時
～
正
午
）、
こ
ま
め
な
休
憩
、

充
分
な
水
分
補
給
、
気
分
が
悪
い
と
き
は
作
業
中
止
す

る
等
、
自
分
の
健
康
と
人
命
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
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【
総
務
部
会
】

　

重
要
課
題
で
あ
り
絶
え
ず
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
が
「
中
期
計
画
」
中
に
あ
る
会
員
増
強
で
あ
り
、
こ

れ
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、「
き
ず
な
」
誌
や
市
の
広
報
誌
、

さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て

広
く
一
般
社
会
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
多
種
多
様
な

手
段
に
よ
り
情
報
を
発
信
し
、
我
が
セ
ン
タ
ー
で
会
員

１
０
０
０
人
、
全
国
規
模
で
１
０
０
万
人
の
会
員
達
成

が
悲
願
目
標
で
す
。（
土
田
）

〈
独
自
事
業
〉

【
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
】

　

令
和
６
年
２
月
初
旬
の
日
曜
日
の
昼
す
ぎ
、
小
倉
さ

ん
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
の
２
人
で
、
５
人
の
子

供
さ
ん
を
預
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
２
月
末
か
ら
４
月

に
か
け
て
、
転
勤
や
移
動
の
時
期
に
な
り
、
多
く
の
人

が
子
供
さ
ん
を
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
に
預
け
る
こ
と

が
出
来
ず
に
、
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
に
預
け
る

人
が
多
く
な
る
そ
う
で
す
。
熱
が
出
た
時
の
対
応
や
、

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
遊
ば
せ
た
り
す
る
と
き
の
対

応
が
必
要
で
す
。「
今
後
も
子
供
さ
ん
が
好
き
な
の
で
、

活
発
な
子
供
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。」

�

（
久
保
田
）

【
シ
ル
バ
ー
小
物
作
り
】

　

女
性
活
躍
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
シ
ル
バ
ー

小
物
作
り
」
活
動
で
は
、
制
作
し
た
小
物
を
、
毎
年

市
内
の
施
設
に
無

償
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は

雑
巾
１
０
０
０
枚

（
写
真
①
②
）
を
、

令
和
６
年
３
月
６

日
、
市
内
10
ヶ
所

の
公
立
保
育
所
に

寄
贈
し
ま
し
た

（
写
真
③
城
山
保

育
所
、
④
吾
妻
保

育
所
）。

【
自
転
車
部
】

　

毎
年
恒
例
の
筑
波
大
学
の
入
寮
式
で[

や
ど
か
り

セ
ー
ル]
が
4
月
３
日
（
追
越
）、
4
日
（
一
の
矢
）

の
寮
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真
①
②
③
）。
毎
年
、
前

年
に
大
学
の
卒
業
生
か
ら
受
け
取
っ
た
不
要
の
自
転
車

を
、
自
転
車
部
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
販
売
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
約
80
台
の
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
を
入
寮
者

に
廉
価
で
販
売
し
ま
し
た
。
当
日
は
朝
９
時
位
か
ら
販

売
を
始
め
て
午
後
３
時
位
に
は
全
数
を
完
売
し
ま
し
た
。

１
年
間
、
手
間
を
か
け
て
き
れ
い
な
自
転
車
を
つ
く
り

つ
づ
け
、
お
客
様
に
喜
ん
で
安
心
し
て
お
乗
り
い
た
だ

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。（
久
保
田
）

【
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
】

　
「
つ
く
ば
市
高
齢
者
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
等
購
入
費

補
助
事
業
」
と
い
う
あ
り
が
た
い
補
助
事
業
の
お
か
げ
で
、

筆
者
は
令
和
５
年
末
に
新
品
の
電
動
自
転
車
（
写
真
）

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
こ
の

年
で
80
歳
に
な
り
、
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で

自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
た
め
で
す
。
65
年
前
、

高
校
へ
自
転
車
通
学
を
し
て
い
た
と
き
以
来
の
自
転
車
乗

り
で
す
。
乗
り
ご
こ
ち
に

つ
い
て
、
た
い
へ
ん
便
利
で

す
。
坂
道
の
多
い
地
域
な
の

で
、
外
出
、
買
い
も
の
に
大

助
か
り
で
す
。
遠
距
離
で

は
、
バス
や
家
内
が
運
転
す

る
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
バッ
テ
リ
ー
を
外

し
て
い
ま
す
（
山
内
）

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

﹇
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
き
ず
な
﹈

つ
く
ば
市
谷
田
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
０
７
０

−

１
４
５
７

−

６
０
６
２

﹇
自
転
車
部
﹈

つ
く
ば
市
吾
妻
１

−

２

−

５
﹇
南
﹈立
体
駐
車
場
出
口

向
か
い
側

☎
０
９
０

−

７
８
０
１

−

１
０
４
３

営
業
時
間
10
時
～
18
時

●①●③

●②●④

●①

●③

●②
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〈
地
区
交
流
〉

【
茎
崎
地
区
】

　

令
和
6
年
1
月
13
日
、
シ
ル
バ
ー
茎
崎
地
区
新
年
会

が
お
な
じ
み
の
天
龍
本
店
つ
く
ば
学
園
店
で
開
催
さ
れ
、

25
名
（
女
性
６
名
、
男
19
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
店

側
の
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
足
の
心
配
が
な
い
会
員
た
ち
が
多
く
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
で
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
は
大
い
に
交
歓
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。
楽
し
い
企
画
と
し
て
、
会
員
自
作
の

作
品
「
墨
彩
画
」「
ブ
ロ
ー
チ
」「
焼
き
物
」
の
提
供
が

あ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
品
を
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
競
い
あ
う
な
ど
、

そ
れ
は
そ
れ
は
、
賑
や
か
で
し
た
。
村
野
地
区
長
ほ
か

関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
仕
事
と
趣
味
〉

　

趣
味
か
ら
発
展
し
て
い
ま
や
そ
の
才
能
を
発
揮
し
つ

つ
あ
る
会
員
が
、
川か
わ

上か
み

誠ま
こ
と

氏
で
す
。
75
歳
、
会
員
歴

６
年
。
出
身
が
長
崎
県
対
馬
市
と
い
え
ば
、
古
く
か
ら

日
本
と
朝
鮮
半
島
の
往
来
に
か
か
わ
っ
て
き
た
歴
史
の

島
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
は
、
病
院
の
駐
車
場
案

内
に
５
年
間
従
事
中
で
す
が
、
身
障
者
の
人
た
ち
の
案

内
に
気
を
使
う
そ
う
で
す
。
部
会
活
動
歴
も
経
験
さ
れ

て
い
ま
す
。
川
上
氏
は
50
歳
に
な
っ
て
か
ら
陶
芸
の
趣

味
を
始
め
だ
し
、
２
年
前
に
は
新
日
陶
展
で
新
人
賞
を

獲
得
。
昨
年
、
茨
城
県
芸
術
祭
で
入
選
し
た
こ
と
が
い

ち
ば
ん
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
専
門
家
に
よ
り
、
少

数
の
人
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
価
値
の
あ
る
賞
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
最
近
は
市
内
や
近
郊
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
や

陶
芸
愛
好
会
の
会
長
も
つ
と
め
、
幼
稚
園
で
教
え
る
な

ど
、
陶
芸
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
４
月
16
日
～
21
日
、
茨
城
県
つ
く
ば
美
術
館
（
つ
く

ば
市
吾
妻
２

−

８
）
で
開
催
さ
れ
る
「
第
40
回
記
念
茨

城
現
展
」
に
同
氏
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
仕
事
と

趣
味
の
両
方
を
こ
な
す
同
氏
の
活
躍
は
、
他
の
会
員
の

励
み
に
な
り
そ
う
で
す
。（
山
内
）

〈
災
害
に
備
え
よ
う
〉

　

い
ま
日
本
列
島
で
は
、
予
測
不
能
、
突
発
的
、
破
壊

的
な
巨
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下

は
、
1
９
９
５
年
神
戸
市
内
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
で
阪

神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
友
人
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
で
す
。

１�

．
自
宅
に
は
防
災
グ
ッ
ズ
の
ほ
か
に
常
備
し
て
お
く

も
の
が
、
①
不
要
に
な
っ
た
革
靴
（
底
の
硬
い
も
の

に
限
る
）、
②
鉄
製
の
扉
を
こ
じ
開
け
ら
れ
る
頑
丈

な
鉄
棒
か
工
具
（
飛
散
し
た
ガ
ラ
ス
な
ど
で
室
内
は

歩
け
ず
、
玄
関
の
扉
も
開
か
な
く
な
っ
た
）。

２�

．
ふ
だ
ん
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
。
防
災
、
避
難
、
医
療
、
支
援

な
ど
、
行
政
側
か
ら
の
大
切
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

３�

．
自
宅
か
ら
避
難
時
の
鉄
則
は
、
①
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
、
②
電
流
制
限
器
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）
を
落
と
す
。

（
地
震
後
、
神
戸
市
内
に
は
ガ
ス
の
強
い
臭
い
が
立

ち
込
め
て
い
た
）

（
写
真
）
い
ず
れ
も
２
０
１
１
年
東
日
本
大
震
災
発
生

前
後
、
つ
く
ば
市
南
の
稲
荷
川
に
て
。（
筆
者
撮
影
）

（
山
内
）

　
　
　
　
　
　
　

２．震災直後、土手道のひび割れ（3月）

１．�鯉か鮒のような数百匹もの魚の大
群が出現（撮影日不明）
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６
：
15
集
合
で
合
流
し
て
か
ら

現
地
へ
向
か
い
ま
す
。
会
員
間

の
情
報
連
絡
は
ス
マ
ホ
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
共
有
で
ス

ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

入
会
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は

<
iidats1951@

gm
ail.com

>

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
会
員
か
ら
の
投
稿
】

海
外
で
の
肺
炎
の
経
験

　

昨
年
7
月
に
入
会
し
洗
車
の
仕
事
と
仕
事
後
の
桜
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
風
呂
が
楽
し
み
で
す
。
風
呂
で
「
暫

く
見
な
か
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
「
海
外
で
肺
炎
に
」
と
答

え
た
ら
、「〝
き
ず
な
〟
に
書
い
た
ら
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　

11
月
下
旬
、
長
男
の
い
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
を
尋
ね
ま
し

た
。
兆
候
は
12
月
4
日
朝
の
倦
怠
感
と
筋
肉
痛
。
午
後

に
は
床
に
就
き
40
℃
の
熱
と
頭
痛
を
持
参
の
ロ
キ
ソ
ニ

ン
で
何
と
か
凌
ぎ
ま
す
が
7
日
夕
刻
に
は
そ
れ
も
無
効
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
国
に
出
張
中
の
長
男
に
メ
ー
ル
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。
翌

8
日
朝
、
海
外
医
療
保
険
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
妻
が
電

話
す
る
も
休
日
の
た
め
提
携

病
院
無
し
。
長
男
が
同
僚
の

ク
ウ
ェ
ー
ト
人
に
お
願
い
し

私
立
病
院
（
写
真
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
医
師
一
覧
）
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
8
日
夕
刻
、

休
日
担
当
医
Ｓ
氏
か
ら
肺
炎

の
診
断
と
4
種
の
点
滴
。
9

日
10
日
も
通
院
点
滴
し
た
が

「
頭
痛
が
止
ま
ら
な
い
」
と
医

師
に
。「
薬
は
チ
ャ
ン
と
飲
ん
で
い
る
の
？
」と
言
わ
れ
、

「
チ
ャ
ン
と
抗
生
剤
・
解
熱
剤
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
各
1

錠
を
1
日
1
回
」
と
回
答
。
す
る
と
「
違
う
！
解
熱

剤
だ
け
は
8
時
間
毎
に
2
錠
！
」
と
言
わ
れ
、「I�am

�
stupid�!�

私
は
馬
鹿
」
で
大
笑
い
。
チ
ャ
ン
と
飲
ん
で

12
日
に
無
事
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。�

（
山
本
幸
一
）

【
健
康
で
生
き
つ
づ
け
よ
う
！
】

［
80
・
20
運
動
］
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
歯
み
が
き

運
動
。
自
前
の
歯
を
多
く
残
す
こ
と
が
、
健
康
長
寿
に

つ
な
が
る
の
は
実
感
で
す
。

［
ラ
ジ
オ
体
操
］
毎
朝
６
：
30
～
６
：
40
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
で
き
る
し
、
無
料
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
い
つ
で
も
放
送
を
再
生
で
き
ま

す
。
何
よ
り
も
、
体
が
覚
え
て
い
る
の
で
す
。

［
散
歩
］
毎
朝
、
近
所
を
１
時
間
ほ
ど

散
歩
し
て
い
る
と
、
小
学
生
の
登
校
風

景
に
出
会
っ
た
り
、
道
で
出
会
っ
た
知

人
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
楽
し
い
。

［
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
］
戦
う
ゲ
ー
ム
！

［
ゴ
ル
フ
］
会
員
同
士
と
か
地
域
の
グ

ル
ー
プ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
お
勧

め
の
運
動
で
す
。

［
カ
ラ
オ
ケ
］
室
内
で
、
一
人
で
も
で
き

る
し
、
声
を
出
し
て
歌
う
こ
と
で
、
心

身
と
も
に
ス
ッ
キ
リ
感
が
あ
る
の
で
す
。

［
水
泳
］
全
身
運
動
に
は
最
適
で
す
が
、

体
力
に
自
信
が
な
い
人
に
は
ち
ょ
っ
と

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

〈
楽
し
ん
で
い
ま
す
〉

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
同
好
会
】

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
同
好
会
は
、〈
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
〉
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
花
づ
く
り
、

庭
づ
く
り
を
通
じ
て
知
り
合
い
の
輪
を
広
げ
て
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
ま
た
、
知
識
や
情
報
を
交
換
し

て
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
レ
ベ
ル
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
種
ま
き
、
苗
つ
く
り
、
土
つ
く
り
な
ど
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
に
は
や
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の

花
を
植
え
て
綺
麗
な
庭
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
プ

ラ
ン
タ
ー
や
畑
で
で
き
る
野
菜
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
現

在
、
女
子
７
名
、
男
子
２
名
、
合
計
９
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
花
や
野
菜
作
り
に
ご
関
心
の
あ
る
方
た
ち
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
久

保
田
ま
で
（
０
９
０

−

２
１
５
１

−

０
７
４
３
）。

【
Ｓ
Ｊ
Ｃ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ
会
】

　

本
会
は
ゴ
ル
フ
が
好
き
な
会
員
た
ち
の
集
ま
り
で

す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
登
録
は
男
性
８
名
（
深
谷
副
理

事
長
、
飯
田
会
員
ほ
か
）
な
の
で
、
女
性
会
員
は
大
歓

迎
で
す
。
２
０
２
４
年
は
毎
週
月
曜
日
ア
ジ
ア
下
館
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
一
組
予
約
（
Ｉ
Ｎ
８
：
00
）
し
て

お
り
、
当
日
は
谷
田
部
の
駐
車
場
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
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【
表
紙
の
写
真
】

　

毎
朝
の
散
歩
で
通
り
か
か
る
畑
に
は
、
毎

年
そ
の
場
所
に
色
々
な
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。
気
に
な
る
花
た
ち
を

ア
ッ
プ
さ
せ
て
み
ま
し
た
。

Ｄ
７
０
０
０　

17
〜
50㎜ 

オ
ー
ト

〈
歴
史
に
学
ぶ
〉

カ
テ
ィ
ン（
カ
チ
ン
）の
森
事
件 

　

カ
テ
ィ
ン
は
、
ロ
シ
ア
西
部
ス
モ
レ
ン
ス
ク
市
の
郊

外
に
あ
る
小
村
で
す
が
、
１
９
４
０
年
春
、
ソ
連
の
秘

密
警
察
に
よ
り
約
４
４
０
０
人
と
言
わ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
捕
虜
将
校
が
虐
殺
、
埋
葬
さ
れ
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
に
と
っ
て
象
徴
的
な
存
在
で
す
。
１
９
３
９
年
の
ソ

連
軍
侵
略
で
捕
虜
と
な
り
、
ソ
連
各
地
の
収
容
所
に
勾

留
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
人
、
医
師
、
大
学
教
授
、
聖

職
者
な
ど
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
指
導
層
に
な
り
そ
う
な
約

２
万
２
千
人
が
、
ソ
連
の
秘
密
警
察
に
よ
り
、
秘
密
裡

に
処
刑
、
各
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
域
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
り
た
び
重
な
る
侵
略

の
悲
劇
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
抵
抗
と
挫

折
の
く
り
返
し
と
言
わ
れ
、な
か
で
も
三
次（
１
７
７
２

年
、
１
７
９
３
年
、
１
７
９
５
年
）
に
わ
た
り
、
露

独
墺
三
国
に
よ
っ
て
国
が
三
分
割
さ
れ
、
そ
れ
以
降

１
２
３
年
間
も
国
家
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。
１
９
３
９

年
８
月
21
日
、
独
ソ
が
秘
密
付
属
議
定
書
を
結
ん
で
勝

手
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
を
規
定
し
、
２
日
後
の
独
ソ
不

可
侵
条
約
署
名
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
の
お
膳
立
て
が

整
い
ま
し
た
。そ
し
て
１
９
４
０
年
に
前
述
の「
カ
テ
ィ

ン
の
森
」
事
件
が
起
き
た
の
で
す
。
１
９
４
３
年
４
月

こ
の
事
実
を
つ
か
ん
だ
ド
イ
ツ
側
は
世
界
に
公
表
し
ま

し
た
が
、
ソ
連
側
は
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
を
と
お
し
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
に
よ
る
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
進
行
で
、
あ
る
程
度
の
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
が
、
近
年
は
途
中
で
捜
査
が
打
ち
切
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ�

ナ
侵
略
で
は
、
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
カ
テ
ィ
ン
事
件
に
ロ
シ

ア
側
は
非
協
力
的
で
、
い
ま
も
不
明
な
点
が
多
い
し
、

と
き
に
は
責
任
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
転
嫁
し
よ
う
と

し
ま
す
。
２
０
１
０
年
4
月
10
日
、
カ
テ
ィ
ン
70
周
年

追
悼
行
事
に
出
席
し
よ
う
と
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
チ

ン
ス
キ
大
統
領
が
、
カ
テ
ィ
ン
の
近
く
で
乗
機
が
墜
落
、

政
府
首
脳
部
ら
全
員
が
遭
難
し
ま
し
た
。
事
故
と
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
・
・
・
。（
山
内
）

〈
新
春
賀
詞
交
歓
会
〉

　

令
和
６
年
１
月
11
日
「
ホ
テ
ル
日
航
つ
く
ば
」
に
て

賀
詞
交
歓
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
小
杉
理
事
長
、
深
谷
副
理
事
長
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。
交
歓
会
参
加
者
は
、
４
３
１
名
で
、
つ
く
ば
市
や

県
会
議
員
及
び
衆
、
参
議
員
の
挨
拶
が
つ
づ
き
、
ホ
ー

ル
の
中
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。
五
十
嵐
市
長
の
お

話
し
の
な
か
で
、
つ
く
ば
市
が
人
口
増
加
率
、
全
国
第

１
位
と
の
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の

中
に
、
現
在
セ
ン
タ
ー
が
就
業
開
拓
中
の
「
つ
く
ば
市

工
業
団
地
」
の
代
表
役
員
（
約
10
名
）
が
お
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
早
速
、
名
刺
交
換
に
よ
る
企
業
の
挨
拶
、
第

一
弾
の
開
始
で
す
。（
小
杉
）

〈
つ
く
ば
の
郷
　
猛
暑
と
大
豆
〉

　

令
和
５
年
の
夏
～
秋
、
猛
暑
に
よ
る
農
作

物
の
不
作
は
、
家
計
を
直
撃
し
ま
し
た
。

写
真
①　

�

10
月
7
日
の
大
豆
。
実
が
小
さ
く

て
痩
せ
て
い
ま
す
。

写
真
②　

�

11
月
初
、
痩
せ
た
大
豆
は
畑
に
放

置
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

［
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
］

（
入
会
説
明
会
・
審
査
会
）

〇�

令
和
６
年
４
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で

の
予
定
で
す
。

月　

日

時　

刻

場　

所

５
月
９
日（
木
）
13
時
30
分
～
大
穂
庁
舎
３
階

シ
ル
バ
ー
会
議
室

６
月
13
日（
木
）
13
時
30
分
～
大
穂
庁
舎
３
階

シ
ル
バ
ー
会
議
室

７
月
11
日（
木
）
13
時
30
分
～
大
穂
庁
舎
３
階

シ
ル
バ
ー
会
議
室　
　

●①

●②

発行元　総務部広報委員会　〒 300-3257 つくば市筑穂 1-10-4 （大穂庁舎内）
TEL 029-879-5199　FAX 029-879-5198　https://www.tsukuba-sjc.or.jp/　https://youtu.be/QYV83ftGI20

きずな VOL.046 Page 8


